
活用状況（全体像）

令和５年度末
時点の活用率

令和５年度　森林環境譲与税の使途公表

(A)+(B)

(A)うち令
和５年度の
森林環境譲
与税（千
円）

(B)うち基
金取崩（千
円）

(C)うち他
の財源（千
円）

森林経営管
理推進事業

2,539 2,539 0

森林経営管
理推進事業

812 812 0

森林経営管
理推進事業

10,106 10,106 0

森林経営管
理推進事業

913 913 0

竹林整備 20 20 0

森林経営管
理推進事業

1,739 1,739 0

高性能林業
機械リース
支援事業

298 298 0

森林経営管
理推進事業

562 562 0

林業担い手
育成支援事
業

1,649 1,649 0

森林経営管
理推進事業

480 480 0

森林経営管
理推進事業

158 158 0

森林炭素マ
イレージ交
付金

408 408 0

未来の森づ
くり交付金

2,479 2,479 0

南薩木材加
工センター
負担金

6,700 6,700 0

積立金 18,241 18,241 0

アウトドア
事業

1,500 1,500 0

48,604 47,104 1,500 0

未執行額の活用方針令和元年度～令和４年度 令和５年度 計

65,991,858 30,362,959 96,354,817

・所有者不明森林の状況が明らかと
なるとともに、約388haの意向調査
を実施し，うち約277haの意向調査
と所有者579人の特定につながっ
た。林地台帳を整備するとともに，
来年度以降の新たな森林整備予定箇
所の把握につながった。
・林道の維持補修において，税の活
用により，今後行われる森林整備に
不可欠な林道５路線の整備に着手す
ることができ，森林の情報収集につ
ながった。
・本市は，過疎地域であることか
ら，林業担い手不足が生じており，
担い手の育成・確保のため，林業担
い手育成支援事業を実施。
・県が実施している，森林炭素マイ
レージ制度を支援するため，認定量
に応じ交付金を交付し，県産材の普
及促進や更なる地球温暖化対策に活
用し，森林整備の普及啓発が図られ
た。
・竹材搬出促進事業にて伐採竹の有
効活用と放置竹林の解消に取り組み
竹林整備が図られた。
・意向調査森林に対し16.72haの森
林施業への助成を行った。
・基金積立は，今後実施予定の，森
林経営推進事業（森林整備及び森林
情報解析等）及び公共施設の内装木
質化による普及啓発活動に使用する
ため，基金に積み立てた。
・基金より木造づくり休憩施設整備
に補助をした。

⑯ その他（木材・普及
啓発関係）

⑯ その他（木材・普及
啓発関係）

意向調査による現地詳細把
握調査業務委託

アドベンチャーパーク森の
かわなべ休憩施設整備補助
金

森林整備の条件不利地等支
援

森林整備・調査，公共施設
内装木質化への積立

意向調査準備に係る事務経
費 ，森林整備の推進のた
めの森林情報システム整備

意向調査に係る事務経費

⑮ 森林・林業・木材普
及活動等

③ 私有林整備

区　分

活用額（円）

譲与額（円）

計

⑥ 林道・林専道の整備
等

⑨ 林業就業者の育成

⑧ 担い手確保

⑨ 林業就業者の育成

⑯ その他（木材・普及
啓発関係）

⑮ 森林・林業・木材普
及活動等

南九州市

③ 私有林整備

③ 私有林整備

② 意向調査、集積計画
等作成

(ⅲ)市町村
名

⑰ 基金積立

(ⅷ)事業内容

市内公共建築物等への木材利用
138,259,000 47,104,000 185,363,000

(ⅴ)事業名

(ⅵ)事業総額（千円）

(ⅺ)税導入の効果

鹿児島県南九州市における森林環境譲与税の活用について

森林づくり推進員による普
及啓発活動費

植樹活動用苗木購入費

吸収，固定，削減された
CO2量をマイレージ化し
て，かごしま材利用による
住宅建築主及び木質バイオ
マスボイラー利用事業体に

意向調査森林の森林施業へ
の助成

南薩木材加工センター加工
施設整備負担金
（グレーディングマシーン
整備）

竹林等の整備

森林整備推進等に向けた林
道の維持修繕

高性能林業機械借上経費支
援

管内林業就業者向け森林境
界確認用森林ＧＰＳ貸付

林業技術向上支援・研修手
当補助，安全衛生器具整備
支援

５２％

(ⅳ)事業区分

① 意向調査の準備作
業、森林整備の準備作
業

② 意向調査、集積計画
等作成


